
 

 

［成果情報名］２型糖尿病モデルマウスに対するソバスプラウトの効果 

［要約］ソバスプラウト（BS）を２型糖尿病モデルマウスに摂食させると、血漿・肝臓コレ

ステロールの低下等脂質代謝を改善し生体内過酸化脂質の増加を抑制する。脂質代謝の改

善には BS 摂取による肝臓での胆汁酸合成促進、糞への胆汁酸排泄が寄与している。 
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［背景・ねらい］ 

近年メタボリックシンドロームの患者数が増加しており、中でも糖尿病患者数の増加は

著しい。糖尿病は同時に複数の合併症を発症する場合も多く、今後一層の医療費増加の要

因として問題視されている。また各種スプラウトは安全面でメリットがあり、ビタミンな

ど栄養成分が豊富なことから機能性が期待できる食材として広く受けいれられている。特

にソバスプラウトはフラボノイド含量が多いことから、生体内機能が期待される食材であ

る。そこで本研究では、ソバスプラウトを糖尿病モデルマウスに摂食させた場合の効果を、

種々の糖尿病パラメータ測定により明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．AIN-93G 飼料をベースに、ソバ（階上早生）スプラウトで５%（w/w）あるいは 10%

置換した飼料を２型糖尿病モデルマウス（db/db）（７週齢、雄）に３週間摂食させる。

その結果、カゼイン食（AIN-93G）を摂食させた糖尿病マウス（DC）群と比較して 10%

スプラウト食（DSH）群で体重の上昇が抑制され、肝臓重量は 5%スプラウト食（DSL）

群、DSH 群で抑制される（表１）。他に動物群として、正常マウスのカゼイン食（NC）

群、10%ソバスプラウト食（NS）群（いずれも db/+m マウス）を設定する。  

２．血液の糖化ヘモグロビン濃度（HbA1c）、血漿の総コレステロール量及び動脈硬

化指数（（総コレステロール－HDL コレステロ－ル）／HDL コレステロール））、

肝臓の総コレステロールがスプラウト摂食により濃度依存的に低下する。肝臓ト

リグリセリドは、スプラウト摂食により有意に低下する（表２）。 

３．肝臓でコレステロールから合成される胆汁酸の糞への排泄量は、DSH 群で DC 群

と比較して有意に増加し、DSL 群では増加傾向となる（図 1A）。肝臓の脂質代謝

酵素の中で、コレステロール 7-α水酸化酵素（CYP7A1）の遺伝子発現がスプラ

ウト摂食群で有意に増加する（図１B）。以上から、スプラウトによる脂質代謝

改善には、胆汁酸の合成促進および糞への胆汁酸排泄が寄与している。 

４．脂質過酸化度（TBARS）は、血漿では DSL 群で抑制傾向にあるが、DSH 群では

有意に抑制される。肝臓では DSL、DSH 群ともに TBARS は抑制される（図２A,B）。

従って、ソバスプラウトの摂食で生体内酸化ストレス亢進抑制が期待できる。 

  

［成果の活用面・留意点］ 

１．ソバスプラウトを機能性食品素材として利用する際の知見となる。  

２．本試験で使用したソバスプラウトのフラボノイド含量は 4850 mg/100g 乾燥重。  

３．ソバスプラウト添加飼料は、タンパク質、食物繊維量をカゼイン食と同一にするため、

カゼイン、セルロースで調整している。飼料は自由摂食であり、正常マウス（NC、NS）

間、糖尿病マウス（DC、DSL、DSH）間では摂食量に有意差は無い。  

４．本試験の効果はヒトでの確認はされていない。 



 

 

［具体的データ］ 

表１ ソバスプラウトの摂食が糖尿病マウスの体重、肝臓重量に及ぼす影響 

動物群  NC (n = 10) NS (n = 10) DC (n = 10) DSL (n = 9) DSH (n = 9) 

体重増加量  (g/21 日) 3.8 ± 0.5 
a
 2.9 ± 0.4 

a
 11.7 ± 0.2 

c
 10.9 ± 0.6 

bc
 9.8 ± 0.3 

b
 

肝臓重量(g/100g 体重) 4.6 ± 0.1 
a
 4.8 ± 0.1 

ab
 5.8 ± 0.2 

c
 5.1 ± 0.1 

b
 4.8 ± 0.1 

ab
 

NC;正常カゼイン食群、NS；正常スプラウト 10%食群、DC；糖尿病カゼイン食群、DSL；糖尿病スプラ

ウト 5%食群、DSH；糖尿病スプラウト 10%食群。 

データは全て平均値±標準誤差、異なる文字は統計的に有意差があることを示す（p<0.05）。  

 

表２ ソバスプラウトの摂食が糖尿病マウスの血液・血漿、肝臓に及ぼす影響 

動物群  NC (n = 10) NS (n = 10) DC (n = 10) DSL (n = 9) DSH (n = 9) 

血液及び血漿       

HbA1c (%) 3.0 ± 0.1 a 2.9 ± 0.0 a 9.6 ± 0.2 b 8.5 ± 0.3 c 6.8 ± 0.2 d 

総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ (mg/dL) 98 ± 3 a 91 ± 4 a 154 ± 6 c 134 ± 5 b 108 ± 3 a 

動脈硬化指数  0.43 ± 0.01 a 0.46 ± 0.01 a 0.72 ± 0.04 c 0.56 ± 0.04 b 0.42 ± 0.02 a 

肝臓       

総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ (mg/g 組織) 2.8 ± 0.1 a 2.8 ± 0.0 a 9.5 ± 1.2 c 4.5± 0.4 b 3.7 ± 0.2 a 

ﾄﾘｸﾞﾘｾﾘﾄﾞ(mg/g 組織) 10.4 ± 0.9 a 6.9 ± 0.2 a 84.8 ± 11.2 c 48.3 ± 5.6 b 38.6 ± 2.6 b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：寒地・寒冷地特産作物の優良品種の育成及び利用技術の開発 

中課題整理番号：311f.2 

予算区分：委託プロ（食品） 

研究期間：2008～2009 年度 

研究担当者：渡辺満 

発表論文等：Watanabe, M. and Ayugase, J (2010) J. Food Sci. 75: H294-H299 

NC NS DC DSL DSH
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

*

**

***

***

***

***

B
il
e

 a
c

id
 (


m
o

l/
d

a
y

)

NC NS DC DSL DSH
0

5

10

15

***

***

***

***

***

***

A
rb

it
ra

ry
 U

n
it

A 

NC NS DC DSL DSH
0

2

4

6

8

**

***
***

***

T
B

A
R

S
 (

n
m

o
l/
m

L
 p

la
s
m

a
)

B 

NC NS DC DSL DSH
0

1

2

3

4 ****
***

***
***

***

T
B

A
R

S
 (

n
m

o
l/
m

g
 p

ro
te

in
)

図１ ソバスプラウトの摂食が糖尿病マウス糞への胆汁酸 

排泄(A)及び肝臓での胆汁酸合成酵素 (CYP7A1)遺伝子

発現(B)に及ぼす影響 ***P<0.001, **P<0.01, *P<0.05 

図２ ソバスプラウトの摂食が糖尿病マウスの脂質過酸化度（TBARS） 

に及ぼす影響(A)血漿(B)肝臓  ***P<0.001, **P<0.01, *P<0.05 

A 

B 

（渡辺 満）  


